
 
2021 年 7 月 9 日 第 3360回例会 

 
                        於： メルキュールホテル横須賀『パリ』 

＜点鐘・開会＞ １２：３０ 八 巻 会長 

＜斉    唱＞ 「我等の生業」 

＜ゲスト紹介＞ ＊国際ロータリー第２７８０地区 

        第１グループガバナー補佐  北 村 理和子 様 

 ＊国際ロータリー第２７８０地区 

     第1グループガバナー補佐付幹事  齋 藤 秀 人 様 

＜会 長 報 告＞ ＊ガバナー事務所より 

  ・上半期人等分担金送金依頼について 

  ・熱海豪雨災害への義援金協力依頼について 

  ・ＲＩＤ２７８０公共イメージ委員会より 

    END POLIO NOWオックスフォードシャツの申込について 

  ・会員増強・維持に関する卓話等の依頼について 

＜幹 事 報 告＞ ＊例会終了後第１回理事役員会開催（於：例会場） 

＜出 席 報 告＞ ＊出席委員会 猿丸副委員長より７月９日の出席報告 

会 員 数 出席対象者数 出席数(ZOOM出席数) 欠 席 数 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ数 出 席 率 

１２１名 １１２名 ８１名（７名） ３１名 ５名 76.79％ 

＜ニコニコ報告＞ 

 ・第１グループガバナー補佐 北村理和子様、ガバナー補佐付幹事 齋藤秀人様 

         ２０２１－２２年度第１グループガバナー補佐を拝命いたしました。地区とクラブの 

         パイプ役として努めて参りますので１年間よろしくお願い申し上げます。 

 ・三    役 国際ロータリー第２７８０地区第１グループガバナー補佐 北村理和子様、ガバナー補 

         佐付幹事齋藤秀人様、本日の卓話よろしくお願いします。 

 ・大野（健）、比 護、大 石、加賀本、江 口、椿、畑、鈴木（康）、田 村、 

  角 井、福 西、上 林、前 田、小山（美）、小佐野、若麻績、浅 葉、小 平、 

  波 島、佐久間、瀬 戸、野 坂、田 邉、吉 田、谷、徳 永、植 田、 

  澤 田、飯 塚、勝 間、平 松、高橋（隆）、濱 田、渡 邉、藤 村、杵 渕、 

  前 川、兼 城、岡田（英）、田中（賢）、長 尾、齋藤（隆）、小山（陽）  各会員 

         国際ロータリー第２７８０地区第１グループガバナー補佐 北村理和子様、ガバナー補 

         佐付幹事齋藤秀人様、本日の卓話よろしくお願いします。 

 ・梁 井 会員 入会月祝いとして 

 ・齋藤（眞）、田中（由）、大野（健）、小保内、鈴木（之）、松本（明）、澤 田、 

  高橋（隆）、濱 田、木 村、前 川、臼 井、江 沢 各会員 

         三浦学苑、パラリンピック出場の卓球男子「加藤耕也」選手、金メダル獲得を目指し 

         頑張れ！横須賀ロータリークラブも全力応援します。 

 ・齋藤（眞）、加藤（淳）、浅葉、小山（陽）各会員 大谷翔平、ついにやった！松井秀喜超え３２号ホームラン！ 

         このままアジア人初のメジャーホーム王だ！ 

 ・八 巻、齋藤（眞）、長谷川、猿 丸、梁 井、Loknath 各会員 また、また、また蔓延防止発令。日本 

         のため一致団結して困難をみんなで乗り越えましょう。 

 

 

＜卓    話＞                 国際ロータリー第２７８０地区 

                         第１グループ ガバナー補佐 北 村 理和子 様 



同じクラブということで少し緊張しておりますが、私この度２０２

１－２２年度田島透ガバナーのもと、ガバナー補佐を務めることにな

りました。第１グループを担当いたしますので改めてよろしくお願い

申し上げます。ガバナー補佐は、ＲＩ会長の活動指針や地区、ガバナ

ーの活動重点項目をクラブに伝え、またクラブの活動計画のためにな

る、有効な情報を提供することであります。地区とクラブのパイプ役

として務めて参りますのでどうぞ１年よろしくお願いいたします。 

 

１．２０２１－２２年度国際ロータリー会長紹介 

  シェカール・メータ氏：カルカッタ-マハナガルＲＣ（インド、 

  西ベンガル州）所属 

  １９８４年ＲＣ入会の後複数の役員等の重責を担う  

職業分類：不動産会社経営 

  会長テーマ「奉仕しよう。みんなの人生を豊かにするために」 

２．田島透ガバナー紹介（第２７８０地区 

２０２１－２２年度ガバナー） 

  所属クラブ：２０００年９月ＲＣ入会 ふじさわ湘南ＲＣ所属 

  職業分類：建築資材の販売 趣味：マンドリン演奏 

２００３年－２００４年 ふじさわ湘南ＲＣ会長をはじめ現在まで複数の委員会の委員長や委員並びに

役員等を歴任 

３．地区行動目標 

  「DO MORE END POLIO GROW MORE MEMBERSHIP」 

  ポリオ根絶と会員増強そして奉仕の実践で会員基盤を強固にする。 

４．地区行動計画 

  1）ＩＲ会長テーマ「奉仕しよう。みんなの人生を豊かにするために」を理解し、実践するために 

    サポートする。 

2）目標達成のため全クラブのロータリー賞への挑戦を推奨する。 

3）地区ビジョンの実現を目指します。 

優先事項 

①地域社会の変化とニーズをとらえる 

ⅰ 地区ビジョン行動計画の理解と推進 

ⅱ クラブのデジタル化の推進、全員がマイロータリーへ登録 

②地域社会にインパクトをもたらす 

ⅰ 世界ポリオデーの実施 

ⅱ １クラブ１奉仕事業 

③多様な人々との出会いとつながり 

ⅰ 若い人達への積極的支援 

ⅱ 将来のリーダーの発掘と育成 

④積極的に行動します 

ⅰ ロータリー財団への協力 寄付ゼロクラブをなくしてゼロにする。 

ⅱ ロータリー米山記念奨学事業への協力 

ⅲ ロータリー奉仕デーの開催 

ⅳ みんなが１人を入会させよう、の推進 新クラブの拡大 

ⅴ ヒューストン国際大会への積極的な参加 ２０２２年６月４日－８日 

 

５．ロータリー危機管理 

２０１９年ロータリアン行動規範に１項目を追加。ハラスメントがない環境を推進し、ハラスメントの

疑いがあればハラスメント報復が無いように確認する。例会を含む活動のすべての人が対象で、相手がパワ



ハラ・ハラスメントと感じればハラスメントとなる。我々ロータリーは、４つのテストに照らし合わせなが

ら信頼関係をもって務めてまいりますので、私は心配ないものと信じております。 

 

＜今年度地区重点活動＞ 

１．ポリオの根絶と会員増強 

日本では今ポリオの疾病はありません。ポリオとは、ポリオウィルスによって引き起こされる骨髄性小

児麻痺の疾病のことです。発症すると身体に麻痺が起こり深刻な後遺症を残します。主に乳幼児がかかりや

すいのです。予防としてはポリオワクチンの接種によって抗体ができますので、ポリオ根絶のための有効な

手段となっています。国際ロータリーはＷＨＯ（世界保健機関）やユニセフと連携して「END POLIO 

NOW」として取り組み、２０２０年８月にはアフガニスタンとパキスタンの２カ国の疾病を残すのみとい

うところまでなりました。しかしながら、昨年からの新型コロナウィルス感染によるパンデミック状態の影

響でポリオワクチンの投与が行われていません。今後のポリオ感染拡大が懸念されますのでさらに根絶に向

けたＰＲや募金活動の継続が必要となります。 

 

２．ＲＩ会長方針「世界ポリオデー」について 

 ２７８０地区では世界ポリオデーのキャンペーン活動として、１０月にポリオ根絶、コロナ撲滅の祈願祭

を各方面で実施します。そして、藤沢近郊、小田原、箱根近郊のバスや鉄道車内にポリオ根絶キャンペーン

ポスターを掲載していただける予定です。また、第１第２グループでは、京浜急行バスのご協力のもと、同

じくポスターをバス車内に掲載の予定です。実施期間は１０月から１２月。バス運行エリア、三浦－横須賀

－逗子－葉山－鎌倉の地域を運行していきますので、どうぞ皆さんの周りの方にロータリー奉仕活動をＰＲ

してください。 

 

３．第１グループ合同奉仕活動としてポリオ根絶キャンペーンＰＲと募金活動を実施する予定です。 

実施内容はヨコスカトモダチジャズフェスティバルの催しにおきまして募金活動を展開して参ります。

横須賀ジャズ協会主催実施日の１１月７日の日曜日に実施させていただきます。第１グループとは、横須賀

ＲＣ、横須賀北ＲＣ、三浦ＲＣ、横須賀西ＲＣ、横須賀南西ＲＣの５クラブから構成されます。また青少年

奉仕関係ではローターアクトクラブ、インターアクトクラブを含め、第１グループとしての連携を深め、そ

して奉仕の実践を通して双方の会員基盤を強固にすることにもつながると思います。皆様のご協力をお願い

いたします。 

 

４. ＲＩ会長方針「ロータリー奉仕デー」について 

２７８０地区では従来各グループが１年に１回、インターシティーミーティングを行い外部講師による

記念講演と懇親会を実施しておりますが、今回は横須賀ロータリークラブが例年実施しています１万メート

ルクリーン作戦を第１グループ全体の奉仕活動として取り上げさせていただきたいと考えています。実施に

あたりましては各クラブの実行委員をもとに企画して参りますので、お願い事ばかりで申し訳ありませんが

この点につきましてもご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

＜会員からの質問＞ 

高橋隆一会員： 

 危機管理において、会員が青少年奉仕に関わる場合、地区に提出するボランティア誓約書には三役だけの

サインでよいのでしょうか。それとも関わる会員全員のサインが必要なのでしょうか。 

岡田地区青少年奉仕委員長からコメント： 

 我々がハラスメントをしてしまった場合、ボランティア誓約書にサインがあることにより保険が適用され

るので、できれば多くの会員に誓約書にサインをしていただき提出するほうが良いと思いますのでよろしく

お願いいたします。 

 

藤村会員： 



 地区ビジョンにおいて米山基金と財団への寄付ゼロのクラブがあると説明がありましたが、現状そのよう

なクラブがあるのでしょうか？ 

北村ガバナー補佐からコメント： 

 残念ながらそのようクラブがあり、会員構成が影響しているようです。２０人以下のクラブ等にはそのよ

うなクラブがあると聞いております。 

 

 

 

 

 

 

＜閉会・点鐘＞  １３：３０ 八 巻 会長 

 

                                   週報担当 小保内 洋 子 


